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ハ ーバ ー トにお け る愛 の意 味
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(1)
ジ ョ ー ジ ・ハ ー バ ー トの 詩 を 読 ん で い る と,神 と の 緊 張 し た 関 係,神 と の 一一
体 意 識(い ず れ もhumilityを含 む)に 印 象 づ け られ る 。 こ の 詩 人 の 愛 の 意 味
を 探 る に あ た っ て,最 初 に 私 た ち の 視 点 に こ れ らを お さ え て お き た い の は,彼
の 愛 の 本 質 に 深 く結 び つ い て い る と思 わ れ る か らで あ る。
神 との 緊 張 した 関 係 に つ い て は,あ の 自 伝 的 な 「苦 悩(1)」Af,fiiction(1)
や 激 越 な 反 抗 調 の 「首 輪 」TheCollar等 の ほ か に,次 に 引 用 す る 「裁 き ① 」
Justice(1)や「苦 く て 甘 い 」Bitter-sweetのよ う な 短 詩 か ら も知 る こ と が で
き よ う。
Icannotskillofthesethywayes.
Lord,thoudidstmakeme,yetthouwoundestme;
Lord,thoudostwoundme,yetthoudostrelieveme:.
Lord,thourelievest,yetIdiebythee:
Lord,thoudostkillme,yetthoudostreprieveme.
ButwhenImarkmylifeandpraise,
Thyjusticememostfitlypayes:
For,Idopraisethee,yetIpraisetheenot:
Myprayersmeanthee,yetmyprayersstray:
Iwoulddowell,yet,sinnethehandhathgot:
Mysouldothlovethee,yetitlovesdelay.
Icannotskillofthesemywayes.
〔こ の よ うな あ な た の や り方 が 私 に は 納 得 で き ま せ ん/主 よ,あ
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なたは私を作 られた,で も私を傷つけ られ る/主 よ,あ なたは私
を傷 つけ られ る,で も私を救って くだ さる/主 よ,あ なたは救っ
て くだ さる,で も私はあなたに よって死 にます/主 よ,あ なたは
私 を殺 して しまわれ る,で も私 の刑 の執行を延期 な さる/だ が私
の生 と賛美 のさまを よ く見 ると/あ なたの裁 きは私に実にぴ った
り報 いてい ます/と い うのは,私 はあなたを賛美 します,で も賛
美 は しません/私 の祈 りはあなたを 目ざします,で もわ きにそれ
て しまい ます/善 良にや ろ うと思い ました,で も罪の方が勝 ちま
した/私 の魂はあなたを愛 します,で も手 間 どるのを愛 します/
この よ うな 自分 のや り方が私には納得で きません〕
AhmyBeareangrieLord,
Sincethoudostlove,yetstrike;
Castdown,yethelpafford;
SureIwilldothelike.
Iwillcomplain,yetpraise;
Iwillbewail,approve:
Andallmysowre-sweetdayes
Iwilllament,andlove.
〔ああ,い としく怒 り易 いわが主 よ/あ なたは愛 し,し か も打ち
た も う/投 げ倒 し,し か も助けた も う/だ か ら私 もぜ ひ同 じこと
を します/私 は不平 を言 い,し か もほめ称え ます/嘆 きなが ら,
しか も是認 します/こ う して つ ら く楽 しい全生涯を/嘆 き悲 し
み,そ して愛 します〕
こ うした作 品はキル ケゴールの叙述 を筆者 に思 い出 させる。rあれか,こ れか』
(1)
の終 りの,厂われわれは神に対 して常に正 しくない」の考察について,『哲学
的断片への結びとしての非学問的あとがき』に言及した個所がある。罪が宗教
的実存にとっての決定的な表現だと考えるキルケゴールは,こ の考察は有限者
と無限者の間の食いちがいを指摘したもの,神への霊感に燃えた最後の呼びか
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け 「私にはあなたが理解できません,で も私はあなたを愛そ うと思 い ま
す,あ なたは常に正しい,し か り,たとえあなたが私を愛そ うとしないように
私に思われても,それでも私はあなたを愛そ うと思います」を表 明 した もの
で,霊的熱狂の うちに最後まで耐え通す勇気によって,あ の対立関係をいわば
くわ
たな上げにする建徳(教 化)的立場だと説明するのである。罪 と最後の叫びの
境地か らこのように無限者と相対するのは,ハ ーバートの詩 と共通するところ
があ りは しないか。ハーバー トの神 との競合と逆説的表現にはアイロニーが感
じられるが,こ れは自己卑下のかもし出すアイロニーであろ う。神を前にして
いるという点では,詩人にとってこれほど真剣な姿勢はないにちがいない。神
と対等のようで神との相違を絶えず意識している。対立を対立 として定着 しな
が ら,苦悩と罪の意識のもとに信仰の力が対立の和合を生み出している。神の
怒 りに疑問をはさみながら,その愛に価しない自分を問いただすことにな り,
神の救いと愛に対する自身の側の賛美と愛の問題が前面に浮かぶ。神と絶対的
に異なる人間の身では,賛美 と愛が神との関 りの極致であろ うし,神との差異
の確認が自己卑下によってなされ,そ の確認によってこそ愛の同一化が表現 さ
くヨラ
れ得 るのである。上記 の 「苦 くて甘 い」が示す よ うに,神 の懲 らしめに対 して
こ ち ら の側の愛`1ament'と 力強 く結ばれた`10ve'で 応答す る。つ
ま り愛が最後 の語 なのであ る。
次にhumilityを伴 う神 との一体意識に関 しては,ハ ーバ ー トの後年 になっ
て きわ立 つ 「私 はあなたの もの」(Iamthine)と,死を 自覚 し て 強調す る
「神のす べての恵みの中で最 も小 さ な恵 み も受け るに足 りぬ」(Lessethen
theZeast/ofGodsmercies)の句に留意 したい。Bodleian詩稿に収め られ
ていてWilliams詩稿に載 って いない詩 は,・・一バ ー トの比較的晩年の作だ と
す る定説 的推断を 踏 ま え て の ことであ る。前者 は 「雅歌」第2章16節 に由来
し,後 者 は 「創世記」 第32章10節(「エペ ソ書」 第3章8節)に 拠 る。 ユー
モ ラスな 「即妙 の応答」TheQuiﾟで は,内 面 の世俗的な誘惑を退け るのを
神 の代理返答に まかせ,最 後に`Iamthine'の答 えを 依頼 して 自らを神の愛
に委ね る。 アイロニカルな 「飛 び道具」Artillerieでは,と もに競い合 う射撃
手 であ りなが ら,つ いには`Iamthine'と明言 し,神 と和平を結ぶのはかな
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わぬ ことと,厂 私 はた だの限 りあ る身 だ け れ ど も,限 りな くあなたの もの」
(lambut丘nite,yetthineinfinitely)と敬虔 な愛を もって締め くくる。敬
虔 な愛,,自由意志 と恩 寵の和合 の表現は,厂 握手」Claspingofhandsにさ
らに発展的に見 られる。`thine'と`mine'の入 り組 んだ言葉遊 びの中で,主 の
もの とな ることに よって 自分が と りもどされ ること,主 の犠牲 に よってすでに
と りもどされた こ とを述べ(`restore'を反復),区 別を超 えた一体を望む祈願
を次 の よ うに まとめる 「おお,常 に私の ものであ りた まえ!常 に私をあな
たの もの とな した まえ!/い やむ しろ,あ なたの ものも私の もの もな しに した
まえ1」(Obeminestill!stillmakemethine!/Orrathermakeno
ThineandMine!)と。 いずれの詩 も神 との差異を意識 し,自 らを神の もの
と方 向づけなが ら現世 の身 の限界をのぞかせずにおか ないところに,ハ ーバ ー
トの現実立脚 の濃密度が うかがえ よ うか。 詩人 にとっての`mine'と`thine'
は どこまで も目標 で彼 の信仰にかか ること,神 にとっての`mine'と`thine'
は成就 された真理 で詩人は神の愛を求めているのであ る。彼の意識 の中での神
との懸隔 はそれを除 きた いとの切望に もかかわ らず,む しろその切望の強 さの
故 におお うべ くもない。
「銘」The.Posieにお いて,も ともと彼 に無縁ではない創案,比 喩,機 知
を議論 な しに退 けて,`kessethentheZeast/(2プallthy(Gods)mercies'
を 自らの銘 として掲げ る。 ここにハ ーバ ー トの詩がただ の世俗的 な言葉 遊びで
ない こと,そ の詩が もつ神へのhumilityの境位が究極的に確認 され る。 この
句 はr聖 堂』 の序文 「読者への出版 者の言葉」(ThePrinterstotheR鐶der)
で,友 人 フェラー(NicholasFerrar)が・・一バ ー ト自身 の モ ッ トー として結
びに使 っている し,ウ ォル トン(lzaakWalton)の伝 えるのに よれぽ,バ ー・ミ
ー トは死 の数週間前にr聖 堂』 の詩 稿を フェラーに託す る伝 言に この銘 を用 い
て い る 「……私が主 イエスの ご意志に私 の意志を服従 させ得る よ うに な
る以前 に,神 と私 の魂 との間に生 じた多 くの霊的争闘の状況が,こ の詩集 の中
には見 られ るで しょう。主に仕>xることで私は今は完全 な 自由を見 出 して いま
す。彼 にこの詩集を読んで もらいたいのです。それで もしこれ が,気 落 ち した
魂に利す ることがあ ると考え られ るな ら,ど うか公表 して くだ さい。そ うでな
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け れ ば,焼 き 捨 て て く だ さ い 。 私 と こ の 詩 集 は,神 の 恵 み の 中 で 最 も 小 さ な 恵
み も 受 け る に 価 し な い も の で す か ら」(… …heshallfindinitα1ウ癖 π7θof
themanyspiritualConflictsthathavepastbetwixtGodandmySoul;
beforeIcouldsubjectminetothewillofJesusmyMaster:inwhose
serviceIhavenozvfoundperfectfreedom;desirehimtoreadit:and
then,ifhecanthinkitmayturntotheadvantageofanydejected
poorSoul,letitbemadepublick:ifnot,lethimburnit:forIand
ゆ
it,arelessthantheleastofGod'smercies.)と。 ウ ォ ル ト ン の 言 述 に は お
　あ
そ ら1く粉飾があ るであろ うが,'この一巻 の精神 と合致す ることは確かだ し,一も
し特 に後半がハ ーバ ご トのあ りの ままの文面だ とす ると,神 に仕 える彼 の魂は
生涯 の最後に至高の境地 に達 したのであろ う。 しか し彼が 「完全 な 自由」 を得
ていたか,こ の よ うに得てい ると明言 したか どうかは,そ の 自己否定 の立場 か
らして疑問 とせ ざるを得ない。 ハーバ ー トにとって現実は,そ うす っき りふ り
切れ るほどの関 りではなか った よ うに思 えるのであ る。
(2)
ハーバ ー トの愛 の基本は神 との直接の関係にあ り,ま ず何 よりもキ リス トの
受 難(passion)が核心的 な 意 味 を もつ。 キ リス トの愛 と勝 ちを競お うと意気
ごんで も,こ の受難 のことに及ぶ と,無 言の畏 怖 とともにあ とに退か ざるを得
ない(厂感謝」TheThanksgiving°)。この世の苦 しみ は人 間の罪 には必 須で
あ り,救 い主の血 が聖餐において愛を告 知す るのが キ リス ト信仰であ る(「 苦
悶」TheAgoniの。 キ リス トの 受 難 を思 って,「 ……私の全生涯 の一 刻 ごと
に/悲 しみを一つ味わわせた まえ/あ なたの苦 しみが全身を駆けめ ぐ り/私 の
太 陽 とな ります ように」(… …1eteachhoure/Ofmywholelifeonegrief
devourer/Thatth?istressethroughallmayrunne,/Andbemysurine)
と願い,苦 悩 を 彼 自身 の 全 宇 宙 と なるべ きもの と受 け とめ(「 聖金曜 目」
GoodFriday),アダムの堕落 と地上の苦悩を天への飛翔 を助長す る再生 の機
縁 と考 える(「復活祭 の翼」Easter-wings)。とは言 うものの,罪 か ら脱す る
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ことはで きず神 への反抗心を吐露せ ざるを得 ない 「反逆の気持ちでいっぱ
いで,私 は死んで しまいた い/あ るいは とっ組み合 うか旅に出 るか したい/そ
れ ともあなたが私 と関 りがあ ることを否認 して しまいた い」(Fullofrebellion,
Iwoulddie,/Orfight,ortravell,ordenie/Thatthouhastoughttodo
withme)(「本性」1Vature)。そ して個人的 な苦悩の体 験の果てに,「 ああ,
い としい神 よ!私 がす っか り忘れ られ よ うとも/私 が心 か ら あ な た を 愛 す る
のでなければ,私 にあ なたを 愛 さ せ な い で くだ さい」(AhmydeareGod!
thoughIamcleanforgot,/Letmenotlovethee,ifIlovetheenot)と
呼 びかけ て,主 体性を もった神への愛を逆説的に 自覚す る(厂苦悩」(1),前出)。
罪 と立 ち向か うために聖餐iの恩寵,主 の犠牲の血 に頼 る(「 聖餐式」TheK.
Communion)。以上か らで も,人 間の罪 ・苦 しみ と神の犠牲 ・愛がハーバ ー ト
の内面 に循環す るのが読 み とれ よ うか。 これは彼の詩 の精 神の型 または構図 と
して持続す ると言 って よいか と思 う。
祈 りにおいてキル ケゴールは言 う 「あなたを忘れ て,ど うして愛 につい
て正 しく語 ることがで きまし ょう。愛 の何であ るかを顕示 した も うたあなた,
すべ ての人を救 うために 自分 自身 を投 げ うちた も う,わ れ らの救い主 に して贖
くの
い主 なるあなたを忘れ て!」。真 実 の 愛 のためにハーバ ー トは.a:みの ソネ ッ
ト 「愛(1)⑪」Love(1)(mで,世俗的な恋愛詩を激 し く非難 して神に祈願す る。
「不滅の愛」(lmmortallLove)の栄 光の 名 が 塵 に投 じられ て,厂 この世の
愛」(mortalllove)が創意 と組 んで心 と頭を占有 し,機 知 と美が互 いに通 じ合
って世俗 の恋 について書 き綴 るばか りだ と 「愛(1)」は嘆 く。 「愛(II)」では次
の よ うに不滅 の炎 に乞 い求め る。
Andkindleinourheartssuchtruedesires,
Asmayconsumeourlusts,andmaketheeway.
〔そ して私た ちの欲望を焼 き尽 くして,あ なたに通 じるよ うな/
真実 の願望を私たちの心に点 じたま}x〕
神 の賛美 のために神の ものをあ るべ き状態 にもどす ことを期す るのだが,真 実
の愛を燃 え立たせて虚偽 の愛を焼 き尽 くす とい う方式が,ハ ーバ ー トの平明な
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す ぐれた詩の根底をなしていることが多 く,すぐ次に言及の作品も例外ではな
」?。このような時間と永遠の関係は,最 高の苦しみを伴 うことを前提としての
み,そ の至福 について語 り得 るのでなければな らない。
「気性 ①」または 「調節 ①」TheTemper(1)が最後に,自 分が神の手中に
あ ることを確認 して,「 あなたの力と愛,私 の愛 と信頼 で/一 つ の場所があ ら
ゆ る場所にな るのです」(Thypowerandlove,myloveandtrust/Make
oneplaceev'rywhere)と終>xるとき,時 空を超 えた相互 の愛 の一体 に よっ
て平衡を得 るのが,ハ ーバ ー トの基調方 向であ ることが改 めて理解 され る。神
のもとに赴 くためにその愛を知るすべ を教 えて くれ と乞 い(「早薦」ル勧 彡砌の,
愛 の神 であ り愛その ものであ る神の愛 の中に 憩 う こ とを 語 る の も(厂晩濤」
Even-song),そして また肉体 を離れ て神 の中を動 き,と もに快 く生 きかつ愛
し合 うこ とを歌 い(「教会音楽」Church-musick),教会 の床全体 を結 び固め る
セメ ン トの ように,人 間の心が愛(Love)と同胞 愛(Charitie)で一 つにな る
よ う説 くの も(「教会 の床」TheChurchfloore),その方 向に沿 うものであ る
くわ
ことは明 らか であろ う。愛 と同胞愛が同一で,と もにキ リス トに 由来す ること
は 下愛一喜 び」Love-joyからも知れ るし,さ らには 「神を愛 し,あ な たの隣
りび とを愛せ よ。 目を覚 まして祈れ/人 か らして もらいた いと思 うよ うに人 に
もせ よ」(LoveGod,andloveyourneighbour.Watchandpray./Doas
yewo?dbedoneunto.)と,「マタイ伝」か らの短縮 引用 でキ リス トの教
えの根 本に触 れ る(「神学」Divinitiの。 それ に してもハ ーバ ー トの 詩 で は,
隣人愛 よ りも神の愛,隣 人 との関係 よ りも 神 と の 関 係 が大 きな比重を 占め る
し,神 の愛 と同胞愛 とが一つであるこ とが,キ リス ト教 の言わず もがなの教義
だ としても,神 か ら同胞への愛の流れ が意外 と目につかないのは ど うした こと
か。 おそ らくはそれ ほど詩人が 自らの内面 に沈潜 してい ることを意味す るであ
ろ うか。実 際の聖職老 としての活動 と詩活動 とは別だ とい うことで説明がつ く
ものではあるまい。
ハ ーバ ー トは詩 作の あ い だ,神 と最 も近づ いて創造力に与 るのであ り(「本
質」TheQuidditie),祈りが神 の耳 にとどか ない と心 も詩 もくずれ,神 の寵
愛 と心が 和 合 す れ ば 調べが ととの うのであ る(「拒絶」Deniall)。聖書 のキ
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リス トの愛のみを写 しとるぺ き こ と(「ヨル ダン川(II)」Jordan(m),自 分 自
身のため と,こ の世 の生 きものの代表 として 賛 美 の 歌 を よむ こ と(「摂理」
Providencのを詩人 はわ きまえてい る。 罪 の勢 いのために神の愛が 後退を余
儀 な くされている状況 を見 るにつけ,最 後 の審判の 日にそれが引 き返 して くる
ことを念 じ(厂衰退」Decay),人 間の愚行を柔和な鳩の翼でおお う神 の愛 に驚
嘆す る(厂悲惨」Miseriの,それは 「計 り知れぬ愛」(unmeasurablelove)で
(「祈 り(II)」1)rayer(II)),その神の死 と血 が示 した の は 厂不 思議 な愛」(a
strangelove)であ ったのだ(「従順」0舵4ゴθηoの。 こ うした超越的な愛は人
間 の愛 にも通 うのでなけれ ばな らぬ。 「無限なる こと,汲 み 尽 く し得ない こ
と,測 り知れない こと」が愛 のエ レメン トで あ る と考 え るキル ケゴールは,
「だか らもし君が愛を保持 しようと欲す るな らば,愛 が無限性に よって 自由 と
生命 に とら%..られ,絶 えずその エ レメン トの中にあ るよ うに注 意 す べ き で あ
くけ
る」 と言 う・愛瞰 して竕 自身にかかず らってはならぬので劾 ,醐 のよ
うに肉体を離れて神の中にあ ることを望むハ ーバ ー トは,こ れを認識 していた
に ちがいない。 しか し土 くれの肉体 には天上の生 気 と愛 はあ ま りに遠い。詩 人
が 厂主 よ,あ なたの贈 りものを清 めて くだ さい,変 わ らぬ才知で/た だあなた
の方を見れ ます よ うに/見 るだ けです。あなたを愛す ることな ど,だ れ に/ど
の天使 に適 いま しょうか?」(Lord,clearethygift,thatwithaconstant
wit/lm・ybutl・kt・w・d・thee・/五・・k・n・1y;f・・t・Z・vethee
,wh。
canb・・/Wh…ng・1fit?)と へ り くだ る と き(厂 気 うつ 」Dulne∬e)
,と の 作
品の無気 力な精神状態 は何 を物語 るであろ うか。個人 の有限性に どっぷ りつか
ってい るよ うで も,世 の恋人 とはちが った神への求愛 には内面の出 口が開 いて
い るのであ り・ 詩 人が神秘主義 に陥 ることな く,humilityをもって醒めた眼
で`look'し`love'しよ うとす る姿勢には確 かな ものが感 じられ る。
(3)
ア レゴ リー詩 厂知 られ ざる愛」Loveunknownを吟味す るにあた り
,罪 か
らの清めを祈願す る 厂詩篇」第51篇か ら,「 神 よ,私 のために 清 い心 を つ ぐ
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り,私 の うちに新 しい,'正しい霊 を与>xてくだ さい」(Createinmeaclean
heart,OGod;andrenewarightspiritwithinme10節)をまず 引い
てお きたいのは,恐 ろ しく風変わ りな この作 品のね らいに合致す る聖 句だか ら
であ る。 コウ〉レリッジがr文 学評伝』(BiographiaLiteraria)第19章で・
・「最 も奇異な思想を最 も精確 な 自然 な言 葉 で 伝 え る」(conveyingthemost
fantasticthoughtsinthemostcorrectandnaturallanguage)その例 とし
て,こ の全詩 を引用 している ことは周知 の通 り。気落 ち した 人 生 行 路 を ふ り
返 る点では 「苦悩(1)」(前出)や 「遍歴」ThePilgrimageを想 起 させ る
が,自 伝的次元を超>xた奥 に こ の 詩 の 本 領があろ うし,む しろ 「あが ない」
Redempti?と「愛 価」(後 述)と を結ぶ重要な位 置を占める寓話詩 と 見 な
す のが よか ろ う。丹念な委細の叙述,愚 痴 をこぼす話者 と親 友 として応 じる聞
き手 との対話形式が物語 るのは何であろ うか。卒直 に切 り出す話者は玄妙 な内
容を含 める。
ALordlhad,
Andhave,ofwhomsomegrounds,whichmayimprove,
Iholdfortwolives,andbothlivesinme.
TohimIbroughtadishoffruitoneday,
Andinthemiddleplac'dmyheart.
〔ぼ くには一人の主人が いた し/今 もいるのだが,そ の土地を,
さ らに値 うちが出 るもの と当てこんで/二 代の期 間,ぼ くの現世
と来世 の両期間,借 り受けている/こ の主人 のところへぼ くはあ
る日,鉢 に盛 った果物を持参 し,/そ の真ん中にぼ くの心を おい
ておいた〕
話者 と友人 との関係は,つ づ く召使 に関す る説 明(ll.9-11)からすれ ば,話
者 自身 との関 係 と同 じく親密以上の もの,つ ま り内面 の 客観化の 形 式 で あ る
(なお当該説 明には,神 の召使 の ように神意 と一つにな るべ きことが暗 示 され
てい ようか)。第一 の 挿 話 に しか登場 しない召使同様に友人 は主 人の代 理役 と
解せ ようし,第 二か ら第三の挿話へ と背後に姿 を隠 して い く主人 の代 りに,友
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人の役割が増大す るのであ る。贈 りものの果物鉢の真ん 中に自分の心をおいた
のは,敬 虔 な心づ く し の表 示 で あ ろ うが,「召使は直ちに/果 物はほった ら
か して,ぼ くの心だけをつかみ と り/そ れを泉の中へ ほ う りこん だ。す ると
/大 きな岩の/脇 腹か ら噴 き 出 し た血潮 が降 って きた のだ」(Theservant
instantly/Quittingthefruit,seiz'donmyheart-alone,/Andthrewit
inafont,whereindidfall/Astreamofbloud,whichissu'dfrom.the
side/Ofagreatrock)と,た だ心 のみが問題 とされ る。 モーセに よって予
表された岩はキリストを指乳 その蟐 に話者の心が浸されて洗撫 涙が出
るほ ど絞 られ るのは再生 のための洗礼を意味す る。 つづ いて話す 出来事 も老 う
だが,話 者 の もくろみは常に挫折 し常に苦痛を味わわ され て,そ こに アイ ロニ
ーがただ よ う。 友人が 「君 の 心 は 汚 れ て いたのだろ う」(Yourheartzvas
ヘOZGZ,Ifear)と明察す ると,彼 はその真実を直 ちに認め るけれど も,ヱそれだ
け反省 を深め るふ うはな く,日 常生活 の平面の 自分 の話を さらにつづけるばか
りだ。真実を肯定 しなが ら内面化 しようとしない。
次のエ ピソー ドも恐 怖の光景を繰 り広げ る。'
・・・…Isawalarge
Andspaciousfornaceflaming,andthereon
Aboylingcaldron,roundaboutwhoseverge
WasingreatletterssetAFFLICTION.
Thegreatnesseshew'dtheowner.
〔……巨大な広kと した炉が/炎 を上げて燃え て い る の が 見>x.
た。 その上 には/煮 え立つ大釜がかか り,そ のへ りのまわ りには
/大 きな文字 で 厂苦悩」 と記 されていた/釜 の大 きさがその持ち
主を示 していた〕
類似 の明白な詩 「あ が な いゴ(前 出)で は,「 長 らくあ る豊か な主人の小作人
を して い た が」(HavingbeentenantlollgtoarichLord)で始 ま り,
厂その高貴な生 まれを知 って い た の で」(knowinghisgreatbirth)の句が
見え,背 後の主役 キ リス トの死が主題 であった のに対 して,今 度は背後 の愛 の
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仕打ちを受ける話者の内奥に専 ら照明が当て られる。苦悩の釜,つ まり苦 しみ
ゆ
による浄化については旧約に典拠があるようだ。形の上の大きさにのみ印象づ
けられる話者にその用途が理解できるはずはなく,主人の機嫌 とりに 自分の羊
舎に生けにえをとりに行 く。 しかし話者の心は煮えたぎる釜の中へほうりこま
れる結果に な り,またも道理をわきまえぬ自らの無知を暴露し,「君の心は硬
くなっていたのだろう」(Yourheart"α5hard,Ifear)と言 う友人の正
ゆ
しさを認める。心の硬 さは詩 「恵み」(Gracのに明らか な ように,罪 による
愛の欠如を意味する。話者はこれまでに,内 面の硬さをほぐすために,聖 餐台
で受けた神聖な血でしぼしば洗ったことまで語るが,苦 悩が関る内面の心情に
はとんと関心がない。大釜か ら脱け出ると家の寝床へ急 ぎ,すべての罪過を眠
って忘れようとする。
計るのは人であるが,処置をつけるのは神である,とは トマス ・ア ・ケンピ
スの言葉であぎ。寝床にはとげ,思考のとげが詰めこまれてあった。友人から
「君 の 心 は 純 くな っ て い た の だ ろ う」(Yourheartwasdull,Ifear)と 告
げ られ る と,ま た もや`indeed'と同 意 す る ほ か な い 。 三 度 の 同 意 は 信 仰 上 の
大 事 な 内 容 を 含 む 。 前 述 の 罪 の 容 認,聖 餐 台 で の 洗 礼 に つ づ い て,こ こ で は 心
を 伴 わ ぬ 祈 り,主 の あ が な い の こ と が 語 られ る。 話 者 に も キ リス ト教 の 認 識 と
経 験 が 形 の 上 で は あ る の で あ り,そ れ だ け に 彼 の 愚 痴 る 苦 し み の 役 立 た な さ
と,苦 し み の 不 可 欠 性 が 引 き 立 つ と言 え よ うか 。 話 し 相 手 の 解 説 者 は こ う ま と
め る
Truly,Friend,
ToroughtIheare,yourMastershowstoyou
Morefavourthenyouwotof.Marktheend.
Thefontdidonely,whatwasold,renew
TheCaldronsuppled,zuhatwasgrozerntoohard
TheThornsdidquicken,7助α渉wasgrowntoodull
Alldidbutstrivetomend,whatyouhadmarr'd.
Whereforebecheer'd,andpraisehimtothefull
Eachday,eachhoure,eachmomentoftheweek,
Whofain2.vouldhaveyoubeπθ徽tender,quick・
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〔全 く,友 よ/ぼ くの聞 く限 り,ご主人は君の知るより以上の好
意を/君 に対して示 して お られ る。結果をよくごらん/泉 はた
だ,古 くなったものを一新 し/大釜は硬 くなり過ぎたものをほ ぐ
し/と げは鈍 くな り過ぎたものを生か し/すべては君が損なった
ものを直そ うと,ひ と>xに骨折ったのだ/だ か ら元気を出して,
そのお方を毎日,毎時,絶 えることなく/心ゆ くまでほめ称える
のだ/そ のお方は君を新 しく,柔 らか く,生き生きとさせたいと
切にお望みなのだ〕
話者に欠けるのは神とのじかの内面の関係で,こ の関係に立たない限 り彼は
愚鈍のままにとどまらざるを得ない。 神 の愛は苛酷な苦 しみを強いるのであ
り,苦しみと見%i..ることが実は恩寵なのである。読者は隠れた真実 を指摘 す
る友人の解説を承認す るようにしむけられる。ところで話者によって,内面の
日常性が普遍の型にまで寓話化 されていると言えるだろ う。ハーバー トにとっ
て自分と距離をおくことは,と るに足 りない日常の出来事 との関 りを避ける意
味をもつだろう?L,また悲惨 さを強謝 る話者のこっけいさが,背後の神の愛
の存在を逆に引き立たせる点では,自己戯画化は成功している。ただこの作品
の対話形式では,日常性と宗教性の分極化が過度の教訓色をもたらしてはいな
いか。末尾の教化的要約を余儀なくさせる運びが,詩 を損 う結果を生んではい
ないか。もう一つつけ加えたいのは,詩人がここに現実の中の,あ るいは現実
の側に引きこんだ地獄図を描 き出し,それが必ずしも成功していないと思われ
る点である。このことは彼がこの世の地面から足を離 さないこと,同時に地獄
の責め苦よりも天上の至福の方に向いた詩人であることを示す ものではなかろ
うか。 「知 られざる愛」が求めてやまぬ現世の清い心の者に,そ の整合性を表
わすという方向づけは見逃せない要点であるが。
(4)
ハーバー トの愛は神 との相互の働きかけと相互の応答に特色がある。万物の
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目的 性,神 の 摂 理 を 理 解 し得 る 一 個 の 人 間 と し て そ れ を ほ め 称>xる 詩 人 は,神
の 愛 と 動 き を 承 認 し て 万 物 の 意 志 が 神 の 意 志 に ほ か な ら ぬ こ とを 歌 う 厂「摂 理 」
前 出,ll.'29-32)。しか し決 定 論 に 陥 る こ と は な く,自 分 の 罪 を 容 赦 し て くれ
準 慈 悲 深 い 神 を 同 じ く感 謝 を も っ て ほ め 称 え る と き,自 分 が 神 を 愛 し 愛 の と だ
え る こ と の なV・よ う神 を 動 か す 立 場 を 述 べ る(厂 賛 美(II)」1)raise(II),ll.1-4)。
言 及 し た 両 詩 の`10ve'・と`move'に 注 意 した い 。 次 に 相 互 の 応 答 に っ い て で
あ る が,神 意 八 の 乱 れ た 反 抗 の 末 に`(:hild!'と呼 ぶ 声 が 聞 こえ た よ うに 思 い,
そ れ に 応 じ て 詩 人 は`MyLord'と 言 い(「 首 輪 」 前 出,ll.35-36),『'こち らの
`0
,couldIlove'に は ネ申が`Loved,と 答 え る な ど(「真 実 の 賛 美 歌 」Atrue
Hymne,11.19-20),応答 が 詩 を 完 結 さ せ る 例 に そ の 愛 の あ り方 が 看 取 で き る
よ うに 、思 う。
「教 会 」 の,そ し てr聖 堂 』の 最 後 を 飾 る 「愛(皿)」Love(Ilqは,聖 餐 を 受 け
る 客 の 立 場 か ら神 と の 対 話 を 簡 明 な 言 葉 で 戯 曲 化 し て い る 。 ハ ー パ ー トの キ リ
ス ト教 信 仰 の 極 致 の 作 品 。
Lovebademewelcome:yetmysouldrewback,
Guiltieofdustandsinne.
Butquick-ey'dLove,observingmegrowslack
Frommyfirstentrancein,
Drewnearertome;sweetlyquestioning,
IfIlack'danything.
Aguest,lanswer'd,worthytobehere
Lovesaid,Youshallbehe.
Itheunkinde,ungratefull?Ahmydeare,
Icannotlookonthee.
Lovetookmyhand,andsmilingdidreply,
WhomadetheeyesbutI?
TruthLord,butIhavemarrathem:letmyshame
Gowhereitdothdeserve.
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Andknowyounot,sayesLove,whoboretheblam?
Mydeare,thenIwillserve.
Youmustsitdown,BayesLove,andtastemy.meat
SoIdidsitandeat.
〔愛は私に よ うこそと言われた。 だが私 の魂は しりごみ した/塵
と罪 とに心 やま しくて/し か し目ざとい愛 は,私 が最初入 った と
きか ら/ぐ ず ぐずす るのを見て とって/私 のそば近 く寄 ると,や
さしくきかれた/何 か足 りない もので もあるのか と/こ の場所 に
ふ さわ しい客 が,と 私は答 えた/愛 は言われた,君 がそれなのだ
/こ の薄 情な恩知 らずの私が,で す か?あ あ/私 はあなたを見
ることもで きませ ん/愛 は私の手を と り,微 笑 んで答 え られた/
君の眼は私以外 のだれが作 った とい うのか?/そ の通 りです,主
よ,し か し私はそれを傷めて しまい ました。私 の恥を/似 つかわ
しい ところへ行かせ て くだ さい/君 は知 らないのか,と 愛は言わ
れ る,だ れがその責 めを負 ったかを?/あ あ,そ れでは私が給仕
を します/君 は席 について,と 愛は言われ る,そ して私 の食事を
味わ うのだ/そ こで私は坐 って食べた〕
しば しぼ指摘 される よ うに`contestincourtesy'の形式を とってい るが,創
造主で贖 い主の厳然た る主人 と,へ りくだ った 自己否定 の立場 の客 とでは,世
俗的 な枠組みにお さまらないこ とは明白だ。典拠 に関 しては,そ れぞれ僕(し
もべ)の 目覚め と長た る者 の謙虚 さの見地か ら主人 の給仕 に言及す る,「ル カ
ロの
伝」第12章37節と第22章27節との関連が濃い。競合の中で心の働きを描き出し
ているのはさすがにハーバー トだ(性 的な二xア ンスを指 摘す る向きもある
ロ　
が,そ れにかかず らう必要はなかろ う)。この内面の物語は(最 初の行の`my
soul'に注意),最後に気持ちの抵抗が愛によって克服されて,従順に主人の給
仕の聖餐を受けるまで(最 終行には平明な単音節語が並ぶ),意のままに レト
リックを駆使 している,いや使いきっていると言えばよかろ うか。詩人の信仰
を少 しのむだもなく定着した作品,自 らの魂を神に委ねれば神に受け入れ られ
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るとい う,ハ ーバ ー トの`surrender'の主題 の頂 点に位置す る作品であ ること
は疑いない。 さまざまな解釈が なされてい るが,天 国の出来事 とい うよ りは こ
ロの
の世とあの世 との関係を扱っている。愛をそっくり贈 りものとして受納するの
ロみ
は不本意な心情 も出ていようし,主人の言動から愛の種kの 性質を推論 して,
そこにパウロの博愛の定義とともにハーバー トの神の独 自性を読みとることも
ロロ
で きよ う。`courtesy'の争 いは結局何 ら争いでな く,宗 教改革時代の恩寵の不
ゆ
可抗性とい う教義を劇化 したもの,神 は人間を不完全なままに受け入れる,こ
セゆ
れが人と神との別なく愛の意味だとハーバー トは正統的に信 じている,またハ
ーバー トにとって神 の愛は絶対的に無条件の愛で(宗教改革の神学 と一致),
ゆオ
罪深い魂が引き下が る と神はいっそ う近づいて くる とそれぞれの角度か
ら解釈 され得るのである。何はともあれこの詩は,ハ ーバー トが常に神を純粋
な関係可能な存在と考えていた,そ の成果であることが否めないであろ う。神
の愛が罪深い人間の内面に,過 去でも未来でもなく現在に,天国ではな くこの
世の枠組みの劇化された詩において成就されたのである。詩人の求愛の熱度を
感 じさせないではおかない。
愛は時間と永遠 とを結びつける絆だとす るキルケゴールは,ま お自己否定は
キ リス ト教の本質的な形態だと言い,「今や法悦の神秘めいた意味においてす
べてが与えられる。 つま り神がすべてなのである。 そして 自己を否定する愛
は,も はやいかなる私のものをももたないとい うことによって神を獲得 し,す
べてを獲得したのである」と論 じ,自己否定において内面の自己自身だけに関
　
り,神 との関係を もつ ことがすべて とな ると考察す る。 キ リス ト者 として罪 の
自覚 を もちつづけ,つ まず きの可能性を通過 したハーバ ー トが主 イエス ・キ リ
ス トに向かって,「 あなたは 自ら道であ り,生 命 であ りた まい ました。 そ して
あなたはただ従 う者だけを求めた まい ました」 と話 しかけて も不 自然 ではあ る
　
まい。自分を捨ててあとに従 う者の行路はハーパー トの詩のそれであったか ら
だ。 しかし従 う者 と賛美する者との間には無限のちがいがあるし,従 う者 とは
　
賛美する対象 となろうと努める者だとの異論が仮に出るとすれば,こ れは もは
やハ"一-¥ト詩の領域を超えた問題 と言わなければならない。
ハーバー トの作品の平明さ,寓話化,戯 曲化は,彼の罪と愛の意識を方向づ
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ける技法と一つのものである。神を前にして罪の自覚のために逃げ,愛 を求め
て近づこうとする。論議もすれぽ不平もこぼし競い合いも試みる。そこには実
人生の心情の複雑ざがのぞくし,神との関係に世俗を引きずっているとさえ思
える。 「愛 価」において神の愛は,この世の骨組みの物語の中で実現を見たの
だった。自己を普遍的な人間にまで客体化 しながら,苦 しみを背負った一個の
人間の存在は現実に持続される。真摯な詩人は神を賛美 し神の愛の赦 しを求め
る。 もし背後の声が,罪 の赦しに絶望するのが必須のことではないか,「神に
迫ってゆ くためには,神 から遠 く離れ去ってゆかなけれぽならない」のではな
　
いか と語 りかけ るならば,実 存のパ ラ ドックス よ りも,そ してまた神秘主義 よ
りも,humilityと信 仰を もって神に 求 愛 し神を賛美す る有 限の身 に とどまる
ことが,ハ ーバ ー トに与>iC.られ課せ られた道だ った と応答す るほか ないであ ろ
う。 同 じ よ うに求めて も,「おお主 よ,あ なた とあなたの家 を思 う熱心 の炎で
もって/私 を焼 いて くだ さい,そ の 炎 は 食 うこ とで 癒すのですか ら」(And
burnemeOLord,withafieryzeale/Oftheeandthyhouse,whichdoth
tzri
ineatingheale)と叫 ぶ ジ ョ ン ・ダ ン の 激 し さ と は,か な り異 質 の よ うだ 。
※ ※ ※
本 稿 の た め に 使 用 し た ハ`一!¥ト 詩 集 は 次 の 通 り。
The_WorksofGeorgeHerbert,ed.F.E.Hutchinson,Corr,ed.(Oxford,
1945
註
(1)キル ケ ゴー ル 『あ れ か,こ れ か』(白 水 社rキ ル ケ ゴー ル著 作 集』4,浅 井真 男他
訳,pp.297-321)。
(2)キル ケ ゴー ル 『哲 学 的 断片 へ の結 び と して の非 学 問 的 あ とが き』(『著 作 集 』8,杉
山好 他 訳,pp.156-157)。
(3)同上(r著 作 集 』9,p,189)。コ
(4)IzaakWalton,TheLifeofMr.GeorgeHerbert,1670‐GeorgeHerbert:The
CriticalHeritage,ed.C.A.Patrides(Routledge&KeganPaul,1983),p.127.
(5)C.Bloch,SﾟellingtheWord:GeorgeHerbertandtheBible(Univ鑽sity
--57-一
ofCaliforniaPress,1985,pp.19-20,173.
(6)キ ル ケ ゴ ー ル 『愛 の わ ざ』(『 著 作 集 』15,武 藤 一 雄 他 訳,p.10)。
(7)A.Stein,GeorgeHerbert'sLyrics(JohnHopkinsPress,1968),p.3.
(8)C.Bloch,op.cit.,p.212.
(9)キ ル ケ ゴ ー ル 『愛 の わ ざ』(『著 作 集 』15.p.291)。
⑩ 「出 エ ジ フ゜ ト記 」 第17章6節,「 コ リ ン ト前 書 」 第10章4節 参 照 。
⑪C.Bloch,oﾟ.CZt.,pp.212-213.
⑫Grace,11.17-18.`Sinneisstillhammeringmyheart/Untoahardnesse,void
oflove:
⑬ トマ ス ・ア ・ケ ン ピス 『キ リ ス トの ま ね び 』1:19:2(岩 波 文 庫,p.42)。 な お
下 記 に も 言 及 あ り。
H.Vendler,ThePoetryofGeorgeHerbert(HarvardUniversityPress,1975),
p.89.
04)Ibid.,PP.91-92.
⑮ 「ル カ 伝 」 第12章37節 一`Blessedarethoseservants,whomthelordwhenhe
comethshall丘ndwatching:verilyIsayuntoyou,thatheshalIgirdhimself,
andmakethemtositdowntomeat,andwillcomeforthandservethem:
厂ル カ 伝 」 第22章27節 一`Forwhether2Sgreater,hethatsittethat皿eat,orhe
thatserveth?isnothethatsittethatmeat?butIamamongyouashethat
serveth:
(16jC,Bloch,oﾟ,cit.,pp.110-111.
OのIbid.,P.100,notes.
衂A.Stein,op.CZt.,p.194.
⑲H.Vendler,(4).C2t.,p.275.
⑳R.Strier,LoveKnown:TheologyandEwperienceinGeorgeHerbert'sPoetry
(UniversityofChicagoPress,1983),p.82.
⑳C.Bloch,op.CZt.,p.108.
㈲G.E.Veith,ReformationSpiritualityTheReligionofGeorgeHerbert
(AssociatedUniversityPresses,1985),p.34(148,172,264etc.).
㈱ キ ル ケ ゴ ー ル 『愛 の わ ざ 』(『 著 作 集 』15,pp.15,97:同16,p.99〔 引 用 部 〕,pp.
238,245,277etc.)参照 。
図 キ ル ケ ゴ ー ル 『キ リ ス ト教 の 修 練 』(r著 作 集 』17,杉 山 好 訳,pp.107,146,355
〔引 用 部 〕)参 照 。
⑳ 同 上,p.383.
㈲ キ ル ケ ゴ ー ル 『死 に 至 る 病 』(『 著 作 集 』11.松 浪 信 三 郎 訳,p.164)。
㈲JohnDonne:HolySonnets(DivineMeditations)V,な お 「詩 篇 」 第69篇9
節,「 ヨ ハ ネ 伝 」 第2章17節 と関 連 あ り。'
-58一
ハーパー トにおける愛の意味
ム キルケゴールの引用は上記のように,便宜上r著 作集』のページを示 したが,本稿
の訳文はその通 りとは限らない。
△ 関連のある拙稿は次の通 り。
「バー・ミー トの詩」,佛教大学 「人文学論集」第20号,61年12月。
「バ 一ーパー トにおける祈 りの意味」,佛教大学 「人文学論集」第21号,62年12月。
-59-一
